
　

黒
船
祭
の
パ
レ
ー
ド
の
最
中
、
懐

か
し
い
顔
を
見
か
け
ま
し
た
。
懐
か

し
い
と
い
っ
て
も
下
田
市
観
光
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
３
月
末
ま
で
務
め
て
い

た
元
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
の
村
上
政
司
さ
ん

で
す
。
彼
は
６
年
間
、
下
田
の
『
観

光
の
顔
』
と
し
て
数
々
の
実
績
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。
民
宿
へ
の
中
学

生
な
ど
の
教
育
研
修
旅
行
受
け
入
れ

を
積
極
的
に
進
め
、
現
在
で
は
東
海

や
首
都
圏
な
ど
か
ら
年
間
５
千
人
を

数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
方
式
で
の
民
宿
の
人
と
の

触
れ
合
い
や
、
豊
富
な
自
然
を
活
用

し
た
数
々
の
体
験
の
強
烈
な
思
い
出

が�
下
田
リ
ピ
ー
タ
ー
�に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。「
市
長
！
一
緒
に
Ｐ
Ｒ

に
回
り
ま
し
ょ
う
よ
」。彼
や
寺
川
進

前
白
浜
観
光
協
会
長
と
一
緒
に
情
報

提
供
を
し
な
が
ら
ト
ッ
プ
外
交
で
営

業
活
動
を
し
た
横
浜
地
区
か
ら
は
数

校
が
下
田
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
下
田
は
海
・
山
・
川
・
温

泉
・
歴
史
・
食
と
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
が
情
報
発
信
が
下
手
で

す
。
私
の
在
任
中
に
行
政
や
観
光
協

会
の
中
に
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
情
報
窓
口
を
確

立
で
き
ず
に
下
田
を
去
る
の
は
残
念

で
す
。
観
光
は
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と

づ
く
り
で
す
。
真
の
お
も
て
な
し
の

心
を
し
っ
か
り
持
っ
た
下
田
づ
く
り

広報しもだ  ２００６. ６ 月号  －１２－
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を
目
指
し
て
下
さ
い
！
」。彼
が
残
し

て
く
れ
た
言
葉
で
す
。
下
田
を
退
職

と
同
時
に
箱
根
町
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ

ま
し
た
。　

人
の
職
員
を
率
い
る
財

６０

団
法
人
箱
根
町
観
光
協
会
の
専
務
理

事
と
い
う
要
職
で
す
。
振
興
公
社
と

　

の
観
光
協
会
が
合
併
し
て
で
き
た
、

１０町
の
助
役
が
理
事
長
を
務
め
る
新
し

い
組
織
で
す
。
ま
さ
に
箱
根
の
観
光

を
仕
切
る 『
観
光
の
顔
』 で
す
。

　
「
箱
根
は
大
名
行
列
や
大
文
字
焼
き

み
た
い
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
地
区
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
点
、
下
田
の
黒

船
祭
は
ア
メ
リ
カ
大
使
や
近
隣
の
市

町
村
長
、
下
田
を
応
援
す
る
色
々
な

方
々
が
参
加
す
る
歴
史
あ
る
素
晴
ら

し
い
祭
典
。
箱
根
町
の
山
口
町
長
が

う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
ま
し
た
よ
！
」。

箱
根
は
年
間
２
０
０
０
万
人
の
交
流

客
を
迎
え
、 宿
泊
客
５
０
０
万
人
を
数

え
ま
す
。
ち
な
み
に
下
田
は
３
３
０

万
人
に
宿
泊
客
は　

万
人
。
先
日
、

９８

教
育
旅
行
で
重
複
予
約
が
あ
り
旅
行

業
者
か
ら
受
け
入
れ
態
勢
の
不
備
に

手
厳
し
い
お
叱
り
が
あ
り
ま
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
村
上
さ
ん
と
い
う

観
光
の
プ
ロ
を
失
っ
た
痛
手
は
大
き

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

�������

下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

新
た
に
市
指
定
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
た
「
豆
州
下
田
港
之
図
」

を
紹
介
し
ま
す
。

大浦の船改番所 （海の関所）
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こ
の
絵
図
は
、
描
か
れ
た
内
容

や
絵
の
具
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期

の
第
四
代
下
田
奉
行
今
村
伝
三
郎

在
任
中（ 
寛  
文 
８
年
〜 
延  
宝 
６
年
、

か
ん 
ぶ
ん 

え
ん 
ぽ
う

１
６
６
８
〜
１
６
７
８
）
に
作
製

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

絵
図
の
大
き
さ
は
１
１
３
セ
ン

チ
×
１
７
１
セ
ン
チ
で
、
画
面
中

央
に
鵜
島
が
描
か
れ
、
右
手
上
に

は
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
区
画
さ
れ

た
下
田
の
町
並
と
、
そ
れ
を
囲
む

山
々
が
、
画
面
下
に
は
須
崎
半
島

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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絵
図
の
大
き
な
特
徴
は
、
画
面

随
所
に
墨
で
書
か
れ
た「
書
込
み
」

の
豊
富
さ
で
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
数
々

の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
鵜
島
の
ふ
も
と
に
設

置
さ
れ
た
下
田
奉
行
所
が
第
三
代

下
田
奉
行
石
野
八
兵
衛
の
時
に
で

き
た
こ
と
、
下
田
奉
行
所
の
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
大
浦
の 
船 ふ

な

 
改 

あ
ら
た
め 

番  
所 
（
海
の
関
所
）
が
、 
辰  
巳 

ば
ん 
し
ょ 

た
つ 
み

（
東
南
）
方
向
に
向
か
っ
て
建
て

ら
れ
た
５
間
（
約
９
メ
ー
ト
ル
）

×　

間
（
約　

メ
ー
ト
ル
）
の
建

１０

１８

物
で
、
与
力
２
人
、
同
心　

人
が

１０

勤
務
し
て
い
た
こ
と
、
隣
接
す
る

建
物
に
は
検
問
の
補
助
役
で
あ
っ

た 
問  
屋 

と
い 
や 

衆 
が
毎
日
詰
め
て
い
た
こ

し
ゅ
う

と
。
そ
の
ほ
か
に
も
奉
行
今
村
伝

三
郎
の
屋
敷
が
現
在
の
中
島
橋
を

渡
っ
た
本
郷
側
に
あ
っ
た
こ
と

等
々
、
江
戸
時
代
前
期
の
下
田
の

様
子
が
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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海
の
関
所
が
置
か
れ
て
い
た
江

戸
時
代
前
期
、
下
田
は
「
出
船
入

船
三
千 
艘 
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の

そ
う

繁
栄
を
誇
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
こ
の
時
代
の
記
録
は
後

世
の
天
災
に
よ
っ
て
多
く
が
失
わ

れ
、
地
元
に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新

た
に
指
定
さ
れ
た
「
豆
州
下
田
港

之
図
」
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
下

田
の
姿
を
今
に
伝
え
る
数
少
な
い

貴
重
な
歴
史
史
料
で
あ
り
、
未
来

に
受
け
継
ぐ
べ
き
下
田
市
の
財
産

と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

下
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

 【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

４
月
号
掲
載
の
「
元
理
源
寺
三

十
三
観
音
」
の
文
中
で
、
今
日
で

は
法
要
が
営
ま
れ
て
い
な
い
よ
う

な
印
象
を
与
え
る
文
章
を
記
載
し

ま
し
た
が
、
現
在
で
も
毎
年
４
月

に
法
要
が
営
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

訂
正
し
、
関
係
者
方
々
に
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

－１３－  広報しもだ  ２００６. ６ 月号
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建設課伊豆縦貫道係
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　下田市都市計画マスタープランは、美しい海と森の

自然や風土、開国にまつわる歴史・文化、観光をはじ

めとする産業等の本市固有の地域特性、伊豆縦貫自動車道の建設等の社会・経済情勢を

踏まえ、市民の生活の向上と地域経済の活性化を実現するために策定しました。

　また、都市計画マスタープランは、都市計画法に基づき、県や市町村の基本構想や既

定計画等との整合を図りつつ、将来的に行う個別の計画に際しての指針となります。

　まちづくり会議にご参加していただい

た多くの市民の皆様を始め、関係各位に

対しまして、心からお礼申し上げます。

　皆様のご意見を反映させて策定された

計画に即し、これからのまちづくりを進

めていきたいと思います。

�市町村の計画に関する基本構想��

������������������		

������������

��������

���������	��
�����

����������

����������	
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●●全体構想編

・都市づくりの目標

・都市づくりの方針

・分野別都市づくりの方針

　

●●地域別構想編

・地域の将来像

・まちづくりの方針

●●アンケート調査

・市民アンケート

・稲梓土地利用アンケート

・中高生アンケート等

●●広報活動

・下田市ホームページ

・広報しもだ等

●●まちづくり懇話会

　地域まちづくり会議等

●●下田市都市計画審議会

����������

���������	�

市及び県の関係部局等

下田市総合計画

国土利用計画（下田市計画）

整備、開発及び保全の方針

都市基本計画

緑のマスタープラン　等

��������	
�������

観光　農林業　環境・福祉　等

計画の実現へ向けて、伊豆縦貫自動車道（下田市）を含めた都市計画道路の見直し検討及び旧町内を

対象としたまちづくりのルールづくりなどから取り組みます。

※下田市都市計画マスタープランは、建設課及び下田市立図書館において閲覧できます。また、概要版は広報しもだ5月号に合わせて各戸に配布させて頂きました。
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即す


